
 東京都委託研修 

 
令和８年度 居宅訪問型保育専門研修申込要領（受講者用） 

 
１ 目的 

「職員の資質向上・人材確保等研修事業の実施について」（令和６年３月３０日付こ成事第 

350 号こども家庭庁成育局長通知）に基づき、居宅訪問型保育事業等の保育従事者を対象に、

その資質の向上を図るため、居宅訪問型保育に必要な専門知識や技術の習得を目的として研修

を行います。  

 

２ 研修対象者 

  居宅訪問型保育基礎研修の修了者または修了予定の者で、区市町村が推薦する居宅訪問型保

育事業、一時預かり事業（居宅訪問型）、延長保育事業（訪問型）の保育従事者 

（高校生を除く１８歳以上の方） 

 

３ 研修カリキュラム（研修内容）及び研修時間 

「別表１」のとおり 

 

４ 開催方法、定員、及び研修日程 

ＺＯＯＭによるオンラインライブ講義形式で開催いたします（第 1 回～第２回共通）。 

各回定員５０名。 

 〔第１回〕令和８年１０月１５日（木）～１０月１６日（金）※全２日間 

※ 詳細は別表２参照 

 

５ 参加費用 

参加費用は無料です。 

研修資料は受講決定後、指定の Web サイトから受講者各自でダウンロードしていただきます

ので資料代の自己負担はございません。 

ただし、資料の郵送を希望する場合は、実費 3,000 円（資料代・郵送代含む、税込）が必要

です。お申込み時に区市町村へ申請をお願いいたします。お支払い方法については受講決定後

にお知らせします。受講に必要なインターネット環境はご自身でご用意いただきます。 

 

６ 受講申込みについて 

受講を希望する際は、区市町村ごとの申し込みになります。希望される方はお住まいの区市

町村へお申込み願います。 

 

７ 受講者決定について 

区市町村から推薦された受講申込者を弊社から東京都に報告し、研修主催者である東京都が、

受講者を決定します。受講申込者数が定員を上回った場合には、原則として、お申込時に記載さ

れた優先順位のとおり受講者が決定されます。受講決定者については、区市町村を通じ、受講決

定通知によりお知らせします。 



８ 修了証書の交付について 

研修修了者には、一部科目修了証書を交付します（ただし修了した科目がない場合を除く）。 

研修修了には、ふりかえりシート、及び確認テストの提出が必要です。 

原則として、入退室時間に遅刻・早退等があった場合には（時間の長短にかかわらず）当該

科目は未修了の扱いとなりますので、ご留意ください。 

 

９ 研修実施主体 

  東京都   ※当社が東京都から委託を受けて実施します。 

 

10 次回以降の実施予定について 

〔第２回〕 令和９年 ２月４日（木）～ ２月５日（金） オンライン、全２日間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表１ 

 

居宅訪問型保育専門研修カリキュラム 

 

 
 

 
 
 
 
 

科目 内容 時間 

子どもの成長・
発達 
（障害の理解） 

① 障害とは（障害の捉え方・児童の権利の保障について） 
② 障害の理解（１身体障害、２知的障害、３発達障害） 
③ 成長・発達への支援（生活・あそび） 
④ 障害のある子どもの心理 
⑤ 家族との関わり 
⑥ 障害のある子どもを取り巻く環境（ 現状・福祉サービ

ス・ 家庭・関係機関との連携等） 
⑦ 安全対策・感染予防対策（リスクマネジメント・事故防

止・業務の範囲） 

60 分 

子どもの健康 

管理 

(慢性疾患児） 

① 慢性疾患とは 
② さまざまな慢性疾患と症状の理解 
③ 成長・発達への支援（生活・あそび） 
④ 慢性疾患の子どもの心理 
⑤ 家族との関わり 
⑥ 慢性疾患のある子どもを取り巻く環境 
⑦ 安全対策・感染予防対策（リスクマネジメント・事故防

止・業務の範囲） 

60 分 

小児保健Ⅲ ① 疾病の症状への対応の仕方 
② 家庭との連携 
③ 施設や医療機関等との連携 

90 分 

居宅訪問型保育 

の展開Ⅰ 

（慢性疾患の 

子どもの保育） 

① 慢性疾患の子どもの居宅訪問型保育の特徴 
② 慢性疾患の子どもの居宅訪問型保育における配慮事項、注

意事項 
③ 慢性疾患の子どもの居宅訪問型保育の実際 
④ 慢性疾患の子どもの居宅訪問型保育における計画と記録 

90 分 

居宅訪問型保育 

の展開Ⅱ 

（障害のある 

子どもの保育） 

① 障害のある子どもの居宅訪問型保育の特徴 
② 障害のある子どもの居宅訪問型保育における配慮事項、注

意事項 
③ 障害のある子どもの居宅訪問型保育の実際 
④ 障害のある子どもの居宅訪問型保育における計画と記録 

90 分 

実践演習Ⅱ ① 視聴覚教材（DVD、過去の TV 番組等）を使用し、病棟で
の保育や障害児施設等の現場を学ぶ 

② 実践を踏まえた演習、実技（生活への支援・介助の他、
器具等の紹介や説明なども含む） 

③ グループ討議 

※実践演習Ⅱは、国が示している時間数 2 日のうち、0.5 日分

を実施します。残りの 1.5 日分については、各区市町村におい

て、対象となる子どもが決まり次第、関係施設と連携し、対象

となる子どもの対応に必要な実習等を行ってください。 

0.5 日 



別表２ 

令和８年度 第１回居宅訪問型保育専門研修 日程及び研修会場 
 

 
 

 

以上 

 
 
 


